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シ
リ
ー
ズ 市民 経 済 人 と し て 市 政 発 展 に 大 き く 貢 献

「 館 山 市 名 誉 市 民 」 に 本 間 明 氏
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お 知 ら せ

～平成 25 年度予算の執行状況～
財政事情の公表

市 税

地方交付税

国庫支出金

市 債

県 支 出 金

繰 越 金

そ の 他

予算現額　187億	 183 万円
収入済額　		90 億	 695 万円
収		入		率　48.2％

予算現額　187億	 183 万円
支出済額　		76億		8,078万円
執		行		率　41.1％

歳 入

57億1,127万円

33億5,110万円（58.7％）

使 用 料
手 数 料

地 方 消 費
税 交 付 金

　　　	63億9,397万円

　　　	25億9,156万円

　　　	20億6,219万円

　　　	19億7,248万円

　　　	18億3,907万円

　　　16億5,127万円

　　　10億3,443万円

　　　	3億4,585万円

　　　	8億1,101万円

25億3,770万円（39.7％）

9億5,012万円（36.7％）

7億2,427万円（35.1％）

9億5,162万円（48.2％）

7億9,397万円（43.2％）

7億1,526万円（43.3％）

5億8,400万円（56.5％）

8,981万円（26.0％）

3億3,403万円（41.2％）

民 生 費

教 育 費

衛 生 費

公 債 費

総 務 費

土 木 費

消 防 費

そ の 他

農 林 水
産 業 費

予算現額

収入済額（収入率）

支出済額（執行率）

市民 1人当たりの市税負担額は？

　9 月末現在における市税の納付額（収入済額）は、
33 億 5,110 万円で、これを 4 月 1 日現在の人口（4
万 9,481 人）で割ると、皆さんから納めていただいた
市税の１人当たりの額は、約 6 万 8 千円となります。

　市では、市民の皆さんに納めていただいた税金がどのように使われているのかを、年 2 回、お知らせし
ています。今回は、平成 25 年 9 月末（上半期分）までの平成 25 年度予算の執行状況について公表します。
　問合せ／行革財政課（☎ 22 － 3291）

一般会計の執行状況

歳 出

37億2,854万円

24億8,286万円

24億4,510万円

11億8,545万円

10億1,441万円

		4億9,000万円

		4億6,470万円

11億7,950万円

26億1,284万円（70.1％）

		9億5,486万円（38.5％）

	　　			320万円（0.1％）

		1億4,270万円（12.0％）

10億1,441万円（100.0％）

		2億8,332万円（57.8％）

		2億1,583万円（46.4％）

		4億2,869万円（36.3％）

特別会計の執行状況

市有財産の状況

予算現額 収入済額 収入率 支出済額 執行率
国 民 健 康 保 険 70 億 5,810 万円 29 億 7,542 万円 42.2％ 29 億 7,805 万円 42.2％
後期高齢者医療 6 億　   57 万円 2 億 1,183 万円 35.3％ 1 億 4,274 万円 23.8％
介 護 保 険 50 億 9,290 万円 25 億 3,849 万円 49.8％ 19 億 7,350 万円 38.8％
下 水 道 事 業 8 億 9,430 万円 4 億 7,681 万円 53.3％ 3 億 5,796 万円 40.0％

土 地 152 万 2,541 ㎡
建 物 14 万 4,541 ㎡
基 金 42 億 2,190 万円
自 動 車 121 台
債 権 2 億 2,538 万円

防災行政無線整備事業　  4,504 万円　【 防災 】

〔市債 4,500 万　一般財源 4 万〕

財政負担の少ない市債（緊

急防災・減災事業債）を活

用して、デジタル防災行政

無線の新設・改修工事を追

加実施します。

・新設、改修：10 基追加

住宅用省エネルギー設備設置費補助金

　　　　　　　　　　　　260 万円　【 環境 】

〔県補助 260 万〕

地球温暖化の防止と、エネルギーの安定確保を

目指し、市民の省エネルギー設備導入に対して

補助を行います。

（１件あたり補助額）

・ 家庭用燃料電池　100 千円

・ 家庭用蓄電池　　100 千円　など

消防施設・機材整備事業   5,781 万円【 消防 】

〔市債 5,680 万　その他 81 万　一般財源 20 万〕

財政負担の少ない市債（緊急防災・減災事業債）

を活用して、消防施設・機材の整備を行います。

・消防団詰所改修　1 カ所

・消防ポンプ車更新　1 台

・消防団無線整備　 58 機

コミュニティ医療推進活動支援補助金

 　　　　　　　　　　3,000 万円 　【 医療 】

〔一般財源 3,000 万〕

（社福）太陽会が実施する看護師養成のための（仮

称）安房医療福祉専門学校設置事業に対して補

助を行い、地域医療の安定を図ります。

（平成 26 年 4 月開校予定）

商業施設棟建設事業 

　　　　　　　　 1 億 4,117 万円　【 観光 】

〔一般財源 1 億 4,117 万〕

「“渚の駅”たてやま」

の賑わい空間の創出

を図り、観光振興・

地域経済の活性化に

つなげるため、飲食・

物販を行う商業施設

棟の建設を行います。

・RC造2階建 約600㎡（平成26年7月開業予定）

出野尾多目的広場施設整備事業　

　　　　　　　　　  420 万円　【 スポーツ 】

〔その他 420 万〕

出野尾多目的広場に新た

にプレハブハウスを整備

し、利用者の利便性とス

ポーツ合宿などの誘致を

図ります。

平成25年度 9月補正予算の概要
　9 月議会において追加された補正予算（※）のうち、主なものをお知らせします。

※補正予算とは、年度途中に生じた災害、景気の悪化に伴う経済対策、法律改正など、当初予算では想定

できなかった事態に対応するため、変更を加える予算です。

〔　〕内は、事業費の財源内訳です。

　問合せ／行革財政課（☎ 22 － 3291）

▼一般会計・特別会計補正予算の状況

～ 9 月補正予算に関する詳細は、 市ホームページに掲載しています～

会　計　名 補正前予算額 9 月補正予算額 現計予算額
一　　般　　会　　計 168 億 3,222 万円 5 億 1,473 万円 173 億 4,695 万円

特 

別 

会 

計

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 70 億 5,810 万円 － 70 億 5,810 万円
後期高齢者医療特別会計 5 億 9,924 万円 133 万円 6 億   　57 万円
介 護 保 険 特 別 会 計 49 億 5,816 万円 1 億 3,474 万円 50 億 9,290 万円
下 水 道 事 業 特 別 会 計 7 億 8,412 万円 99 万円 7 億 8,511 万円

小　　　計 133 億 9,962 万円 1 億 3,706 万円 135 億 3,668 万円
合　　　計 302 億 3,184 万円 6 億 5,179 万円 308 億 8,363 万円

▲「商業施設棟」建設予定地

▲出野尾多目的広場
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お 知 ら せ

紅 葉 茶 会
　日時／ 11 月 24 日（日）
10:00 ～ 15:00
　場所／城山公園茶室「雁月庵」
　料金／一服 300 円
　主催／館山市茶道連盟
　問合せ／生涯学習課（☎ 22 － 3698）

　

国
で
は
、
90
種
類
以
上
あ
る

肺
炎
球
菌
の
う
ち
、
特
に
重
篤

な
感
染
症
を
引
き
起
こ
す
７
種

類
（
７
価
）
に
有
効
な
ワ
ク
チ

ン
の
接
種
を
行
っ
て
い
ま
し
た

が
、
更
な
る
予
防
効
果
を
見
込

み
、
今
ま
で
の
ワ
ク
チ
ン
に
感

染
率
の
高
い
６
種
類
を
追
加
し
、

13
種
類
（
13
価
）
に
有
効
な
ワ

ク
チ
ン
に
切
り
替
わ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

接
種
対
象
者
／
生
後
２
カ
月

～
60
カ
月
未
満

　

接
種
方
法
／
表
の
と
お
り

※
平
成
25
年
２
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
人
は
、
既
に
送
付
し

て
あ
る
「
予
診
票
」
で
13
価
ワ

ク
チ
ン
の
接
種
が
で
き
ま
す
。

※
平
成
25
年
３
月
以
前
に
、
小

児
用
肺
炎
球
菌
お
よ
び
ヒ
ブ
ワ

ク
チ
ン
の
接
種
を
開
始
し
て
い

て
、
追
加
接
種
が
未
接
種
の
場

合
は
、
健
康
課
へ
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

　

問
合
せ
／
健
康
課
（
☎
23
―

３
１
１
３
）

小
児
用
肺
炎
球
菌
感
染
症
ワ
ク
チ
ン

11
月
１
日
か
ら
よ
り
予
防
効
果
の
高
い
も
の
に
変
更

初回接種月齢 接種時期・回数
生後 2 カ月
　～ 7 カ月未満

初回接種は 27 日以上の間隔をおいて 3 回接種
追加接種は、生後 12 カ月から 15 カ月の間に 1 回接種

生後　7 カ月
　～ 12 カ月未満

初回接種は 27 日以上の間隔をおいて 2 回接種
（2 回目は生後 13 カ月未満までに接種）
追加接種は、生後 12 カ月以降に初回接種終了後
60 日以上の間隔をおいて 1 回接種

生後 12 カ月
　～ 24 カ月未満

60 日以上の間隔をおいて２回接種

生後 24 カ月
　～ 60 カ月未満

1 回接種

未
開
封
容
器
を
回
収
し
ま
す

大
腸
が
ん
検
診

　

10
月
に
実
施
し
た
大
腸
が
ん

検
診
を
都
合
で
受
け
ら
れ
な

か
っ
た
人
で
、
未
開
封
の
容
器

が
手
元
に
あ
る
人
は
、
11
月
29

日
（
金
）
ま
で
に
健
康
課
へ
返

却
し
て
く
だ
さ
い
。
郵
便
で
返

却
す
る
場
合
は
、
120
円
切
手
を

貼
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

容
器
に
は
使
用
期
限
が
あ
り
、

保
管
状
況
に
よ
っ
て
は
、
検
診

結
果
に
影
響
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
の
で
、
来
年
度
の
検
診
で

は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
お
手
数

で
す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

送
付
先
・
問
合
せ
／
〒

294
―
０
０
４
５　

北
条
740
―
１

健
康
課
（
☎
23
―
３
１
１
３
）

▼接種方法（接種時期と回数）

　（仮称）安
房医療福祉専
門学校では、
来年４月の開
校に向け、現
在は来年２月

（仮称）
　安房医療福祉専門学校

▲完成イメージ

の竣工を目指して建築工事が進められ
ており、同校のホームページ（http://
www.awa-school.jp）もリニューア
ルされるなど準備が順調に進められて
います。
　なお、同校の入学試験については、
来年１月から３月に予定されていま
す。詳しくは問合せてください。
　問合せ／安房医療福祉専門学校開設
準備室（☎ 04 － 7099 － 0800）

　

健
康
に
ま
つ
わ
る
講
演
や
、

バ
ン
ド
演
奏
・
エ
イ
サ
ー
演
舞
、

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、
心
の
健
康

チ
ェ
ッ
ク
、
ア
ル
コ
ー
ル
体
質

判
定
テ
ス
ト
、
お
楽
し
み
く
じ

抽
選
会
な
ど
も
行
い
ま
す
。

　

入
場
は
無
料
で
、
申
し
込
み

は
不
要
で
す
。

　

日
時
／
11
月
10
日
（
日
）
午

前
11
時
30
分
～
午
後
４
時

　

場
所
／
南
総
文
化
ホ
ー
ル
小

ホ
ー
ル
ほ
か

　

講
演
／
「
21
世
紀
の
健
康
は

カ
ラ
ダ
と
コ
コ
ロ
？
病
気
が

安
房
地
域
「
心
の
健
康
の
つ
ど
い
」

あ
っ
て
も
元
気
で
い
き
る
!?
」

　

講
師
／
市い

ち

き来
真
彦
氏
（
東
京

医
科
大
学 

精
神
医
学
講
座
准
教

授
、
茨
城
医
療
セ
ン
タ
ー
精
神

科
科
長
）

　

定
員
／
300
人
（
先
着
順
）

　

問
合
せ
／
安
房
健
康
福
祉
セ

ン
タ
ー
（
安
房
保
健
所
）（
☎

22
―
４
５
１
１
）

笑
い
を
通
し
て
こ
こ
ろ
を
元
気
に
し
よ
う
！▲市来真彦氏

　

８
月
上
旬
に
、
介
護
予
防
の

た
め
の
「
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
」
を
送
付
し
ま
し
た
が
、
返

送
は
お
済
み
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
れ
は
、
日
常
生
活
に
関
す

る
25
項
目
の
質
問
に
よ
り
、
自

分
で
は
気
づ
き
に
く
い
低
栄

養
、
運
動
機
能
低
下
、
口
腔
機

能
低
下
な
ど
の
恐
れ
を
早
期
に

発
見
し
、
介
護
予
防
事
業
（
ナ

イ
ス
ミ
ド
ル
レ
ッ
ス
ン
）
に
つ

な
げ
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　

返
送
が
済
ん
で
い
な
い
人

は
、
早
め
に
返
送
し
て
く
だ
さ

い
。
用
紙
が
見
当
た
ら
な
い
場

合
は
、
再
送
付
し
ま
す
の
で
、

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
送
付
し
た

８
月
以
降
に
、
介
護
保
険
の
認

定
を
受
け
た
人
・
申
請
中
の
人

「
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
の

　
　
　
返
送
は
お
済
み
で
す
か

も
、
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

対
象
／
65
歳
以
上
の
介
護
認

定
を
受
け
て
い
な
い
人
で
、
次

の
い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま
る
人
。

①
平
成
23
・
24
年
度
の
「
基
本

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
で
「
ナ
イ

ス
ミ
ド
ル
レ
ッ
ス
ン
」
参
加
が

望
ま
し
い
と
判
定
さ
れ
た
が
、

未
参
加
の
人
。
②
昨
年
の
「
基

本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
を
返
送

し
て
い
な
い
人
。
③
平
成
25
年

４
月
１
日
現
在
、
新
た
に
65
歳

に
な
っ
た
人
。

　

問
合
せ
／
高
齢
者
福
祉
課

（
☎
22
―
３
４
８
７
）

　いつまでも健やかな生活を送れるように、高

齢者を対象とした「リフレッシュ教室」を開催

しています。ストレッチ体操や手指を使った

ゲーム、歌などを歌いながら、楽しく介護予防

をしましょう！

　開催日／ 11 月 8 日、22 日、12 月 6 日、20 日、

1 月 10 日、24 日、2 月 7 日、21 日、3 月 7 日、

14 日（すべて金曜日）

　時間／ 10:00 ～ 12:00

　場所／老人福祉センター（湊）

　内容／健康チェック、ストレッチ、脳トレ、

リハビリ運動など

　申込み・問合せ／高齢者福祉課（☎ 22 －

3487）

元気な生活を目指して！

　高齢者のための
　 「リフレッシュ教室」

水田地帯など、交通量が少なく景色に変化の少ない所では、視線が遠くに行きがちです。交差
点の手前では意識して左右の安全を確認しましょう。問合せ／社会安全課（☎22－3142）

【消費生活についての相談はこちらまで】

千葉県消費者センター　☎ 047-434-0999

相談時間 9:00 ～ 16:30（日・祝祭日除く )

市役所社会安全課消費生活相談窓口

　☎ 25-5775

相談日　毎月第１・３木曜日　9:00 ～16:00

す
。
最
低
で
も
１
カ
月
に
一
度

は
、
家
庭
で
保
護
者
が
作
動
確

認
を
行
い
、
電
池
の
点
検
と
交

換
も
定
期
的
を
行
い
ま
し
ょ

う
。

２
．
非
常
時
に
使
用
す
る
時
の

た
め
、
携
帯
時
に
強
い
衝
撃
を

与
え
る
な
ど
の
乱
暴
な
扱
い
を

し
な
い
よ
う
、
子
ど
も
に
教
え

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

問
合
せ
／
社
会
安
全
課
（
☎

25
―
５
７
７
５
）

　

防
犯
ブ
ザ
ー
は
、
非
常
時
に

大
音
量
の
警
報
音
で
周
囲
に
異

常
や
危
険
を
知
ら
せ
、
相
手
を

牽
制
し
て
犯
罪
を
未
然
に
防
ぐ

こ
と
な
ど
を
目
的
に
、
多
く
の

小
学
校
で
子
ど
も
に
配
布
し
て

い
ま
す
。
す
で
に
改
善
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
以
前
は
、
落
下
な

ど
の
衝
撃
で
ブ
ザ
ー
が
鳴
ら
な

く
な
る
な
ど
の
故
障
が
起
こ
っ

た
こ
と
も
あ
る
た
め
、
日
頃
か

ら
点
検
し
て
お
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

（
ア
ド
バ
イ
ス
）

１
．
電
池
切
れ
や
、
回
路
の
断

線
が
原
因
で
、
音
が
鳴
ら
な
い

な
ど
の
異
常
が
生
じ
た
り
、
電

池
の
液
漏
れ
な
ど
、
電
池
が
劣

化
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま

▲ 10 月に行われた同教室の様子
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自動車税

　県では、自動車税の未納がある人
に対して、12 月から給与など（給与、
預金、自動車）の差し押さえを一層
強化します。自動車税が未納の場合
は、至急納付してください。
　問合せ／館山県税事務所（☎ 22
－ 7117 ）、 県 税 務 課（☎ 043 －
223 － 2127 ）

滞納処分を強化

▲自動車の差し押さえ（ミラーズロック）

　

11
月
25
日
は
「
女
性
に
対
す

る
暴
力
撤
廃
国
際
日
」
で
す
。

こ
の
日
に
ち
な
ん
で
、
毎
年
、

11
月
12
日
か
ら
11
月
25
日
ま
で

「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く

す
運
動
」
が
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

配
偶
者
な
ど
か
ら
の
暴
力
、

性
犯
罪
、
売
買
春
、
セ
ク
シ
ュ

ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
ス
ト
ー

カ
ー
行
為
な
ど
、
女
性
に
対
す

る
暴
力
は
女
性
の
人
権
を
著
し

く
侵
害
す
る
も
の
で
あ
り
、
決

し
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

こ
の
期
間
中
、
各
機
関
・
団

体
が
女
性
に
対
す
る
暴
力
に
つ

い
て
考
え
、
暴
力
の
な
い
社
会

づ
く
り
を
す
す
め
る
よ
う
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。

　

問
合
せ
／
社
会
福
祉
課
（
☎

22
―
３
４
９
２
）

女
性
に
対
す
る
暴
力
の
な
い
社
会
づ
く
り
を

監
査
委
員
・

　
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
を
選
任

山には目立つ服装で11月15日から
狩 猟 期 間

　11月15日（金）から2月15日（土）ま で は 狩 猟 期 間 で
す。銃猟ができる時間は、日の出から日の入りまでです。
　市内では、神戸地区の鳥獣保護区のほか、公道、公園、
境内、墓地での狩猟が禁止されています。マナーを守り、
安全な狩猟を行ってください。
　ハイキングやきのこ採りなどで山に入る場合は、ハンター
が認識しやすいように目立つ服装を着用してください。
　問合せ／農水産課（☎ 22 － 3397）

　

県
で
は
、
11
月
１
日
（
金
）

か
ら
11
月
30
日
（
土
）
ま
で
、

地
域
の
農
林
水
産
物
を
よ
り
多

く
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
も
ら
う

た
め
「
ち
ば
の
直
売
所
フ
ェ
ア
」

を
開
催
し
ま
す
。

　

フ
ェ
ア
に
は
、
市
内
５
カ
所

の
直
売
所
を
は
じ
め
、
県
内
109

カ
所
の
直
売
所
が
参
加
。
期
間

中
は
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
に
よ

る
抽
選
プ
レ
ゼ
ン
ト
、
直
売
所

独
自
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
開
催

し
ま
す
。

　

問
合
せ
／
県
農
村
環
境
整
備

課
（
☎
043
―
223
―
２
７
８
２
）

「
ち
ば
の
直
売
所
フ
ェ
ア
」
を
開
催

▼市内のフェア参加直売所
　（スタンプラリーは青塗りの直売所のみ）

―
農
水
産
物
直
売
所
か
ら
元
気
を
発
信
―

名称 電話
南房総なのはな村 ☎ 36 － 4017
せせらぎ ☎ 22 － 5257
ふれあい相浜 ☎ 27 － 3546
JA グリーン館山店 ☎ 30 － 9211
伊戸だいぼ工房 ☎ 29 － 1221

　

９
月
27
日
に
開
か
れ
た
市
議
会

の
同
意
を
受
け
、
そ
れ
ぞ
れ
10
月

２
日
付
け
で
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

■
監
査
委
員

　

鈴
木
弘
明
さ
ん

　

（
前
委
員
の
任
期
満
了
に
よ
る
）

■
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

　

渡
邉
敏
高
さ
ん

　

（
前
委
員
の
辞
任
に
よ
る
）

　

問
合
せ
／
監
査
事
務
局
（
☎
22

―
３
５
４
２
）

▲鈴木弘明さん

▲渡邉敏高さん

高
齢
者
・
障
害
者
の
た
め
の

　
　
　
　
成
年
後
見
相
談
会

　
（
公
社
）
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
・

リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト
千
葉
県
支

部
で
は
、「
高
齢
者
・
障
害
者
の

た
め
の
成
年
後
見
相
談
会
」
を
開

催
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。

　

日
時
／
11
月
20
日
（
水
）
午

前
10
時
～
午
後
３
時

　

会
場
／
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー　

第
１
集
会
室

　

内
容
／
面
談
に
よ
る
相
談

　

対
象
／
館
山
市
・
南
房
総
市
・

鴨
川
市
・
鋸
南
町　

在
住
者

　

相
談
員
／
（
公
社
）
成
年
後

見
セ
ン
タ
ー
・
リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー

ト
千
葉
県
支
部 

館
山
ブ
ロ
ッ
ク

会
員
の
司
法
書
士

　

申
込
み
・
問
合
せ
／
高
齢
者

福
祉
課
（
☎
22
―
３
４
８
７
）

　

飼
い
犬
の
狂
犬
病
予
防
注
射

は
、
毎
年
４
月
か
ら
６
月
の
間

に
受
け
さ
せ
る
こ
と
が
法
律
で

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
注
射
を
済
ま
せ
て
い
な

い
犬
の
飼
い
主
の
皆
さ
ん
に

は
、
青
色
の
催
告
は
が
き
を
送

付
し
ま
し
た
。
動
物
病
院
で
注

射
を
受
け
、
病
院
で
発
行
さ
れ

る
「
注
射
済
証
」
と
手
数
料

（
550
円
）、
催
告
は
が
き
を
持
参

し
、
環
境
課
へ
必
ず
届
け
出
て

く
だ
さ
い
。
注
射
済
み
で
届
け

出
を
し
て
い
な
い
人
も
、
早
め

に
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
理
由
が
あ
っ
て
獣
医

師
か
ら
注
射
を
猶
予
さ
れ
て
い

る
場
合
は
、
獣
医
師
が
発
行
す

る
「
狂
犬
病
予
防
注
射
猶
予
証

明
書
」
を
環
境
課
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　

狂
犬
病
は
、
死
亡
率
が
非
常

に
高
い
恐
ろ
し
い
病
気
で
、
今

年
７
月
に
は
台
湾
で
52
年
ぶ
り

に
感
染
が
確
認
さ
れ
た
ば
か
り

で
す
。
毎
年
１
回
の
予
防
注
射

を
必
ず
受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

※
犬
を
飼
う
と
き
は
、
法
律
に

よ
り
登
録
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
必
ず
登
録
し
ま
し
ょ

う
。

※
飼
い
犬
が
死
亡
し
た
場
合

や
、
登
録
事
項
に
変
更
が
生
じ

た
場
合
も
、
環
境
課
に
必
ず
届

け
出
て
く
だ
さ
い
。

　

問
合
せ
／
環
境
課
（
☎
22
―

３
３
５
２
）

犬
の
飼
い
主
の
皆
さ
ん
へ

登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
を
忘
れ
ず
に

動
物
に
よ
る
危
害
や
被
害
を
防
ご
う
！

　

11
月
は
「
動
物
に
よ
る
危
害

防
止
対
策
強
化
月
間
」
で
す
。

次
の
こ
と
に
注
意
し
て
、
動
物

を
適
正
に
飼
い
ま
し
ょ
う
。

◎
９
月
か
ら
飼
い
主
の
責
務
と

し
て
、
動
物
が
そ
の
命
を
終
え

る
ま
で
適
正
に
飼
う
こ
と
（
終

生
飼
養
）
が
法
律
上
明
確
に
さ

れ
ま
し
た
。

　

ど
う
し
て
も
飼
え
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
場
合
は
、
ま
ず
は

新
し
い
飼
い
主
を
探
し
て
く
だ

さ
い
。
見
つ
か
ら
な
い
場
合
は
、

必
ず
保
健
所
や
動
物
愛
護
セ
ン

タ
ー
な
ど
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

◎
犬
の
放
し
飼
い
は
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
首
輪
な
ど

に
鑑
札
と
狂
犬
病
予
防
注
射
済

票
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

◎
糞
尿
被
害
や
、
交
通
事
故
な

ど
を
防
止
す
る
た
め
、
ね
こ
は

室
内
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。

◎
飼
い
主
が
わ
か
ら
な
い
犬
や

ね
こ
に
、
む
や
み
に
え
さ
を
与

え
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　次の店舗が「ごみ指定袋取扱店」に
追加になりました。
◎セブンイレブン館山城山公園店

（館山 1057 － 5）
　問合せ／環境課（☎ 22―3354）

ごみ指定袋
 取扱店を追加

◎
サ
ル
・
ヘ
ビ
・
ワ
ニ
な
ど
の

特
定
動
物
を
飼
う
場
合
は
、
事

前
に
保
健
所
の
許
可
が
必
要
で

す
。
ま
た
、
逃
げ
出
さ
な
い
よ

う
に
施
設
の
管
理
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。
も
し
逃
げ
た
場
合
は
、

直
ち
に
保
健
所
、
警
察
へ
通
報

し
て
く
だ
さ
い
。

◎
動
物
に
は
、
飼
い
主
が
わ
か

る
よ
う
、
迷
子
札
や
マ
イ
ク
ロ

チ
ッ
プ
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　

問
合
せ
／
安
房
保
健
所
（ 

☎
22
―
４
５
１
１
）、
県
動
物

愛
護
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
４
７
６

―
93
―
５
７
１
１
）

　

市
で
は
、
平
成
26
・

27
年
度
の
入
札
参
加

資
格
審
査
申
請
を
「
ち

ば
電
子
調
達
シ
ス
テ

ム
」（
以
下
、「
シ
ス

テ
ム
」）
を
利
用
し
た

電
子
申
請
で
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

　

市
の
「
入
札
・
見

積
合
せ
」
に
参
加
を

希
望
す
る
場
合
は
、

忘
れ
ず
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

　

締
切
／
11
月
18
日

（
月
）
午
後
５
時
必
着

　

名
簿
業
種
／
①
工

事 

②
測
量
等 

③
物
品 

④
委
託

※
工
事
・
物
品
に
つ
い
て
は
、

市
内
に
本
店
が
あ
る
業
者
に
限

り
、「
シ
ス
テ
ム
」
に
よ
ら
な
い

市
独
自
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

　

申
請
方
法
／
「
シ
ス
テ
ム
」

か
ら
電
子
申
請
を
行
い
、
申

請
書
に
必
要
書
類
を
添
え
て

千
葉
県
電
子
自
治
体
共
同
運

営
協
議
会
へ
送
付
し
て
く
だ

さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

問
合
せ
／
管
財
契
約
課
（
☎

22
―
３
２
９
６
）

入札参加資格審査申請11月 18 日

 締め切り！
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有 
料 
広 
告

　平成 17 年から開始され、今期で 10 年目の節目を迎え
る高速ジェット船「セブンアイランド」“春の季節運航”が
2 月 1 日（土）～ 4 月 6 日（日）までの 65 日間、「“渚の駅”
たてやま」を拠点に館山夕日桟橋から毎日運航します。
　この期間中には、館山から大島への日帰りが可能な「東京
～館山～大島航路」のほか、大島を経由して伊豆半島（伊東・
熱海）へ渡ることもできます。また、2 月 8 日（土）～ 2 月
28 日（金）までは、“海のフラワーライン”館山～大島～下
田を 120 分で結ぶ航路を開設、各地で開催されている花を
テーマとしたイベント（「伊豆大島椿まつり」「河津さくらま
つり」「熱海梅園梅まつり」）などを楽しむことができます。
　東海汽船㈱では、この季節運航に合わせて「あんこさん
と巡る日帰り大島観光バスツアー（昼食付）」や「源泉かけ
流しの宿に泊まる１泊２日のフリープラン」などを企画し
ています。
※館山日東バス㈱では、高速ジェット船の運航に合わせて
路線バス「観光桟橋線」（JR 館山駅西口⇔客船ターミナル

「“渚の駅”たてやま」）の運行を実施します。

10 周年を迎える 「高速ジェット船 春の季節運航」

このパンフレットは市役所玄関ロビー、「“渚の駅”たてやま」

などに設置してあるほか、市ホームページにも掲載しています。

　

労
働
保
険
と
は
、

労
災
保
険
と
雇
用
保

険
の
総
称
で
す
。
労

働
者
を
１
人
で
も
使

用
す
る
事
業
主
（
農

林
水
産
業
の
使
用
労

働
者
５
人
未
満
の
個
人
事
業
を

除
く
）
は
、
労
働
保
険
に
加
入

す
る
こ
と
が
法
律
で
義
務
付
け

ら
れ
て
い
て
、
働
く
人
が
労
働

災
害
を
被
っ
た
時
や
、
失
業
し

た
時
に
所
定
の
保
険
給
付
を
行

う
も
の
で
す
。

　

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
・
派

遣
労
働
者
に
つ
い
て
も
一
定
の

要
件
に
よ
り
雇
用
保
険
が
適
用

さ
れ
ま
す
。

　

手
続
き
が
済
ん
で
い
な
い
事

業
主
は
、
労
働
者
が
安
心
し
て

働
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
早

期
に
加
入
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

　

問
合
せ
／
千
葉
労
働
局
労
働

保
険
徴
収
課
（
☎
043
―
221
―

４
３
１
７
）

労働保険適用推進強化期間
11 月は

学年 最優秀賞 優秀賞 佳　作

１年 北条小 川畑智
ともひろ

祐 館山小 熊谷美
み か

花 館山小 吉田優
ゆ な

菜 北条小 田中陽
ひ よ り

世里

２年 船形小 大木美
み ち か

周 北条小 鈴木ちひろ 北条小 諸
もろこし

越光
こ う き

葵 北条小 酒井音
お と は

羽

３年 北条小 吉村桜
さくら

北条小 石井茉
ま お

緒 館山小 味岡駿
しゅんや

也 北条小 島田咲
さ え

愛

４年 西岬小 田邉健
け ん た

太 船形小 間
ま だ て

立玲
れ な

奈 船形小 大木杏
あ ず さ

紗 船形小 川間直
な お や

哉

５年 北条小 吉田光
み さ き

咲紀 館野小 伊部楓
ふ う か

花 館山小 記
き じ ま

島慧
けい

館山小 近藤凛
りん

６年 北条小 和泉唯
ゆい

北条小 笹子美
み ゆ う

祐 北条小 北見汐
せ な

凪 北条小 高橋孝
こうせい

成

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、〝
清

潔
で
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
〟
の

啓
発
を
目
的
と
し
て
、
市
内
小

入
賞
作
品
が
決
定
！ 

作
品
を
展
示
し
ま
す

第
22
回
環
境
美
化
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

学
生
を
対
象
に
作
品
を
募
集
し

て
い
る
も
の
で
、
今
年
度
は
128

点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

審
査
に
あ
た
っ
た
松
尾
正
一

教
諭
（
館
山
三
中
）、
上
野
さ

と
み
教
諭(

館
野
小)

は
、「
館

山
の
自
然
を
大
切
に
し
よ
う
と

い
う
気
持
ち
が
感
じ
ら
れ
た
。

美
し
い
色
、
素
敵
な
絵
、
き
れ

い
な
作
品
が
多
く
印
象
に
残
る

作
品
が
多
い
。
ど
の
作
品
も
館

山
の
こ
と
が
大
好
き
な
の
が
よ

く
分
か
る
。
自
然
豊
か
な
館
山

を
変
わ
ら
ず
将
来
に
残
し
た
い

と
の
思
い
が
伝
わ
る
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
学
年
ご
と
に

最
優
秀
賞
、
優
秀
賞
各
１
点
、

佳
作
２
点
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

入
賞
者
／
上
表
の
と
お
り

■
環
境
美
化
ポ
ス
タ
ー
展

　

応
募
の
あ
っ
た
全
128
作
品
お

よ
び
入
賞
作
品
24
作
品
は
、
次

の
日
程
で
展
示
さ
れ
ま
す
。

【
応
募
作
品
す
べ
て
】

　

日
時
／
11
月
９
日
（
土
）・

10
日
（
日
）
午
前
９
時
～
午
後

９
時

　

場
所
／
イ
オ
ン
タ
ウ
ン
館
山

フ
ー
ド
コ
ー
ト

【
入
賞
作
品
の
み
】

　

日
時
／
11
月
18
日
（
月
）
～

22
日
（
金
）
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分

　

場
所
／
市
役
所
玄
関
ホ
ー
ル

　

問
合
せ
／
環
境
課
（
☎
22
―

３
３
５
４
）

　粗大ごみを出すときは、ごみの搬出場所での思

わぬ事故につながらないよう、次の点に十分注意

してください。

　○人や車の通行の妨げになっていないか

　○タンスや本棚などは、倒れたり、扉が開いた

　　り、棚が落下したりしないか

　○ふとんや座布団など大きくて軽いものは、飛

　　ばされないか

　○バイクやストーブなどは、燃料タンクに油が

　　残っていないか

　○先がとがったものや鋭利なものがむき出しに

　　なっていないか

　各家庭に配布してい

る「ごみ収集カレン

ダー」と「家庭ごみの

分け方・出し方」を参

考に、ごみの分別と安

全な搬出にご協力くだ

さい。

　なお、ごみの出し方

に迷った場合は問い合

せてください。

　問合せ／環境課（☎ 22 － 3354）

▼入賞者一覧（敬称略）

注意！
粗大ごみは
 搬出場所での安全も
　考えて出しましょう！

▼予約・問合せ（出航日の 2 カ月前から販売開始）
鏡浦自動車（株） ☎ 27 － 5311
コスモ観光（株） ☎ 23 － 7353
ＪＡ安房旅行センター ☎ 30 － 9150

（株）ジェットストリームトラベル ☎ 22 － 5930
ナギレン観光 ☎ 22 － 5796
日東観光 ☎ 22 － 0113
房日観光 ☎ 25 － 5552
まもるトラベル ☎ 24 － 8510

「館山市民号」の運航決定！
　東海汽船㈱では、“春の季節運航”初日の２月１日

（土）“限定企画”として、通常の料金より安価に日
帰りツアーを楽しめる『館山市民号』を運航します。

有料広告スペース

有料広告スペース

有料広告スペース

有料広告スペース



◆児童・生徒の図書館見学・職場体験について
　図書館では、子どもに利用方法や図書館の仕事を知っても

らい、さらに身近に感じてもらえるように、主に市内の学校か

らの図書館見学や職場体験を年間を通して受け入れています。

11月はキャリア教育の一環として中学生が職場体験に訪れる

日も多く、カウンターでの接客や本棚の整理等、利用者の方と

接したり、フロアで体験を行うこともあります。見学や実習中の

児童・生徒を見かけた際には、ご理解とご協力をお願いいたし

ます。

◆今月のおすすめ
　「竹とぼくとおじいちゃん」星川ひろ子・星川治雄 著 ／ ポプラ社

　小学一年生のつばさは、農業を営むおじいちゃんが大好き。ある初夏の日、おじいちゃんと一緒に

食べた真竹の竹の子がきっかけで竹に興味を持ったつばさは、竹の子はどのくらい伸びるのか、竹は

約 120 年に一度花を咲かせること、竹ぼうきのでき方など、竹についてのいろいろなことを知り、や

がて秋になる頃、おじいちゃんと一緒に竹とんぼを作ります。

　日用品や家具、楽器や遊びの道具など、竹は昔から私たち

の生活に欠かせなかった材料。自然とともに、自然にあるも

のを生かして暮らしてきた知恵を引き継いでいきたいもので

す。

　図書館では、11 月 30 日（土）午後 1 時から「竹とんぼ

作り講座」を行います。大人も子どもも一緒に、実際に竹に

触れ、空に向かって竹とんぼを飛ばしてみませんか。参加は

事前予約が必要です（定員 30 名、詳細は広報 10 月 15 日

号に掲載済み）。講座の申し込み・問い合わせは図書館まで

どうぞ。

10平成 25年11月1日11 だん暖たてやま

　

南
房
総
教
育
事
務
所
で
は
、

平
成
26
年
度
に
公
立
小
・
中
学

校
で
講
師
を
希
望
す
る
人
の
登

録
会
と
面
接
会
を
開
催
し
ま

す
。
平
成
24
年
度
登
録
の
人
も

再
登
録
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

日
時
／
12
月
７
日
（
土
）
午

後
１
時
30
分
～
（
受
付
は
午
後

１
時
～
）

　

場
所
／
南
房
総
教
育
事
務
所

安
房
分
室
（
北
条
402
―
３
）

　

募
集
職
種
／
教
員
、養
護
教
諭
、

学
校
栄
養
職
員
、
学
校
事
務
職
員

　

持
ち
物
／
①
印
鑑
、
②
履
歴

書
１
通
（
再
登
録
者
は
不
要
）、

③
写
真
（【
新
規
】
４
㎝
×
３
㎝

を
２
枚
、
６
㎝
×
４
・
５
㎝
を
３

枚
。【
再
登
録
】
４
㎝
×
３
㎝
を

２
枚
）、
④
教
員
免
許
状
の
写
し

（
新
卒
者
・
再
登
録
者
は
不
要
）

※
今
年
度
末
に
大
学
卒
業
予
定

ま
た
は
教
員
免
許
取
得
予
定
の

人
も
登
録
で
き
ま
す
。

※
１
月
20
日
（
月
）
午
後
１
時

か
ら
、
君
津
教
育
会
館
で
南
房

総
教
育
事
務
所
管
内
合
同
登
録

会
も
実
施
し
ま
す
。

　

問
合
せ
／
南
房
総
教
育
事
務

所
管
理
課
（
☎
０
４
３
８
―
25

―
１
３
１
１
）

募 集

公
立
小
・
中
学
校
の
講
師
登
録
会

【10 月 1 日現在の人口・世帯数】　（ ）内は前月比
　総人口 49,297（-49）　男 23,643（-24）　女 25,654（-25）　世帯数 22,659（4）

　“こころの健康”をテーマにした健康
講座を開催します。
今回は、『家族の中のあなた』という視
点で、“こころの健康”を考えます。
あなたの感じるストレスに対してどのよ
うに対処すればよいのか、自身の“ここ
ろ”を見つめなおしてみませんか。
　日時／ 11 月 21 日（木）
10:00 ～ 11:30（受付 9:30 ～）
　場所／コミュニティセンター 2 階集団
指導室
　講師／臨床心理士 齋藤由美氏
　参加費／無料
　定員／ 30 人
　申込み・問合せ／健康課

（☎ 23 － 3113）

知って得する健康塾
　

散
歩
時
に
犬
が
前
を
歩
い
て

引
っ
張
ら
れ
る
、
無
駄
吠
え

が
多
い
、
か
み
癖
が
あ
る
な
ど

で
困
っ
て
い
る
飼
い
主
の
皆
さ

ん
、
安
房
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
安
房
保
健
所
）
主
催
の
教
室

に
、
ワ
ン
ち
ゃ
ん
同
伴
で
参
加

し
ま
せ
ん
か
？

　

日
時
／
11
月
24
日
（
日
）
午

後
０
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

　

会
場
／
鋸
南
町
役
場
駐
車
場

ワ
ン
ち
ゃ
ん
と
一
緒
の

　
　
　 

犬
の
し
つ
け
方
教
室

※
自
家
用
車
で
来
場
し
て
く
だ

さ
い
。

　

定
員
／
20
組

　

持
ち
物
／
首
輪
、
引
き
綱

（
リ
ー
ド
）、
ご
ほ
う
び
用
の
お

や
つ

　

参
加
費
／
１
組
３
千
500
円

（
テ
キ
ス
ト
代
、
保
険
料
な
ど
）

　

申
込
み
・
問
合
せ
／
安
房
健

康
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
安
房
保
健

所　

☎
22
―
４
５
１
１
）

有 
料 
広 
告

「
空
き
家
バ
ン
ク
」に
登
録
を
！

　

農
業
の
発
展
に
寄
与
す
る
優

れ
た
農
業
の
担
い
手
お
よ
び
指

導
者
の
育
成
を
目
指
す
、
千
葉

県
立
農
業
大
学
校
の
学
生
を
募

集
し
ま
す
。

　

募
集
人
員
／
【
Ａ
日
程
】《
農

学
科
》
約
30
人
《
研
究
科
》
約

10
人
【
Ｂ
日
程
】《
農
学
科
》

約
10
人
《
研
究
科
》
若
干
名

　

受
験
資
格
／
《
農
学
科
》
高

等
学
校
を
卒
業
し
た
者
ま
た
は

平
成
26
年
３
月
に
卒
業
見
込
み

の
者
《
研
究
科
》
農
業
大
学
校

の
農
学
科
等
を
卒
業
し
た
者
ま

た
は
平
成
26
年
３
月
に
卒
業
見

込
み
の
者
な
ど

　

試
験
期
日
／
【
Ａ
日
程
】
１

月
９
日
（
木
）【
Ｂ
日
程
】
２

月
14
日
（
金
）

　

試
験
場
所
／
千
葉
県
立
東
金

青
年
の
家

　

試
験
内
容
／
筆
記
試
験
、
面

接
　

願
書
受
付
／
【
Ａ
日
程
】
12

月
６
日
（
金
）
～
20
日
（
金
）【
Ｂ

日
程
】
１
月
27
日
（
月
）
～
２

月
５
日
（
水
）

　

合
格
発
表
／
【
Ａ
日
程
】
１

月
17
日
（
金
）【
Ｂ
日
程
】
２

月
28
日
（
金
）

　

申
込
み
・
問
合
せ
／
千
葉
県

立
農
業
大
学
校
（
☎
０
４
７
５

―
52
―
５
１
２
１
）

農
業
大
学
校
の
学
生
を
募
集

　   

　
　
　
　
　
　（
一
般
入
試
）

　

市
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
お
せ
っ

会
と
協
働
し
、
移
住
定
住
促
進

事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の

一
環
と
し
て
、
空
き
家
を
有
効

活
用
し
た
い
所
有
者
と
、
空
き

家
を
探
す
移
住
希
望
者
の
マ
ッ

チ
ン
グ
を
は
か
る
「
空
き
家
バ

ン
ク
事
業
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

空
き
家
所
有
者
か
ら
物
件
情

報
を
提
供
し
て
も
ら
い
、
担
当

者
が
物
件
を
確
認
・
調
査
し
、

賃
貸
や
売
買
の
条
件
に
つ
い
て

打
ち
合
わ
せ
を
行
い
ま
す
。
そ

の
後
、
情
報
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
開
し
、
移
住
希
望
者
に
対

し
提
供
し
ま
す
。

　

こ
の
情
報
を
も
と
に
移
住
希
望

者
へ
賃
貸
ま
た
は
売
買
さ
れ
る
こ

と
で
、
空
き
家
の
有
効
活
用
、
地

域
の
活
性
化
、
防
犯
対
策
な
ど
の

効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

移
住
者
希
望
者
か
ら
多
く
の

問
合
せ
が
あ
り
ま
す
が
、
現
在
、

物
件
情
報
が
不
足
し
て
い
ま
す
。

「
自
分
で
修
繕
し
な
が
ら
住
み
た

い
」
と
い
う
声
も
あ
り
ま
す
の

で
、
古
い
物
件
の
情
報
で
も
結

構
で
す
。
条
件
が
整
え
ば
賃
貸

ま
た
は
売
買
も
可
能
で
す
。

※
物
件
を
賃
貸
ま
た
は
売
買
す

る
場
合
は
、
不
動
産
業
者
が
仲

介
し
ま
す
。
な
お
、
こ
の
活
動

に
よ
り
得
た
情
報
は
、「
空
き
家

バ
ン
ク
事
業
」
以
外
の
目
的
に

は
使
用
し
ま
せ
ん
。

　

申
込
み
・
問
合
せ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
「
お
せ
っ
会
」
事
務
局
（
☎

28
―
０
８
２
７
）、
市
商
工
観
光

課
（
☎
22
―
２
５
４
４
）

11月の休館日　
11/4、11、18、22、25図書館だより 95 館山市図書館（ 22－ 0701）

※木曜日は午後 8 時まで開館しています。

11月のおはなし会・わらべうたの会
おはなし会 幼児向け 11/1 (10:30～)
おはなし会 児童向け 11/16 （14:00～）                   
わらべうたの会 11/8 (10:30～11:30)

「私の健康・家族の健康」

空
き
家
を
有
効
活
用
し
ま
せ
ん
か
？

有料広告スペース有料広告スペース



館
山
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
を

は
じ
め
、
数
々
の
要
職
を
歴
任
し
、

安
房
医
師
会
病
院
の
建
設
や
国
道

127
号
バ
イ
パ
ス
の
建
設
促
進
、
館

山
観
光
ま
つ
り
の
実
施
な
ど
、
幅

広
い
分
野
で
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

　

館
山
市
長
を
務
め
た
父
、
本
間

譲ゆ
ず
る

氏
も
受
賞
し
た
『
名
誉
市
民
』

の
決
定
を
受
け
本
間
明
氏
は
、「
常

に
〝
地
域
と
共
に
、
皆
様
と
共
に
〟

を
想
い
、
長
年
業
務
に
邁
進
し
て

き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
豊
か
で

活
気
に
あ
ふ
れ
る
地
域
社
会
の
実

現
の
た
め
、
微
力
な
が
ら
尽
力
し

て
ま
い
り
ま
す
」
と
思
い
を
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

　

『
名
誉
市
民
』
の
称
号
は
、
11

月
３
日
の
「
平
成
25
年
度
館
山
市

表
彰
式
」
に
お
い
て
贈
ら
れ
ま
す
。

【
館
山
市
名
誉
市
民
】

　

昭
和
45
年
に
「
館
山
市
名
誉
市

民
条
例
」
を
制
定
し
、
広
く
社
会

の
発
展
、
文
化
の
興
隆
、
公
共
の

福
祉
の
増
進
に
多
大
な
貢
献
を
さ

れ
、
市
民
の
模
範
と
仰
が
れ
る
方

を
『
名
誉
市
民
』
と
し
て
そ
の
功

績
を
た
た
え
、
こ
れ
ま
で
に
、
17

人
の
方
に
『
名
誉
市
民
』
の
称
号

を
お
贈
り
し
て
い
ま
す
。

市
民

シリーズ

391

「
長
き
に
わ
た
り
経
済
人
と
し
て

市
政
発
展
に
大
き
く
貢
献
」　

　

本
間
明

あ
き
ら

氏
は
、
昭
和
52
年
５
月
、

館
山
信
用
金
庫
（
た
て
し
ん
）
理

事
長
に
就
任
以
来
、
た
て
し
ん
の

基
盤
作
り
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

金
融
業
務
を
通
じ
て
、
地
域
中
小

企
業
の
発
展
と
地
域
住
民
の
生
活

向
上
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
業
績
と
し
て
、
昭
和
60
年

５
月
、
館
山
商
工
会
議
所
会
頭
に

就
き
、
館
山
商
工
会
館
の
建
設
を

は
じ
め
、
市
内
商
工
業
者
の
小
規

模
企
業
対
策
と
し
て
経
営
者
の
意

識
改
革
や
企
業
の
体
質
改
善
、
近

代
化
の
た
め
の
中
小
企
業
相
談
所

の
充
実
を
図
る
な
ど
、
商
工
業
の

振
興
に
絶
大
な
功
績
を
残
さ
れ
ま

し
た
。

　

さ
ら
に
、
館
山
市
政
で
は
、
館

山
市
総
合
計
画
審
議
会
会
長
と
し

て
平
成
13
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

た
館
山
市
総
合
計
画
の
策
定
に
携

わ
り
、
ま
た
、
館
山
港
港
湾
振
興

ビ
ジ
ョ
ン
策
定
懇
話
会
会
長
と
し

て
国
土
交
通
省
か
ら
特
定
地
域
振

興
重
要
港
湾
に
選
定
さ
れ
た
館
山

港
の
有
効
活
用
の
た
め
の
ビ
ジ
ョ

ン
を
策
定
す
る
な
ど
、
館
山
市
の

さ
ま
ざ
ま
な
重
要
施
策
に
手
腕
を

発
揮
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
館
山
法
人
会
会
長
や
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東
ひ
が
し
ま
る
さ
ま

丸
様
　
里
見
忠た

だ
よ
し義

の
正
室

養
搭
を
、
忠
義
の
33
回
忌
に
あ
た
る

承
応
３
年
（
１
６
５
４
）
に
は
、
忠

義
の
供
養
搭
を
高
野
山
奥
の
院
に
建

て
て
い
ま
す
。
東
丸
様
は
そ
の
翌
年

に
亡
く
な
り
、
唐
津
の
地
に
葬
ら
れ

ま
し
た
が
、
７
回
忌
に
あ
た
る
万
治

４
年
（
１
６
６
１
）
に
は
、
弟
の
忠

職
が
同
じ
場
所
に
東
丸
様
の
供
養
搭

を
建
て
て
い
ま
す
。
ま
た
、
忠
職
と

東
丸
様
が
、
忠
義
の
菩
提
を
弔
う
た

め
に
再
興
し
た
兵
庫
県
明
石
市
の
雲

晴
寺
に
も
忠
義
と
東
丸
・
圓
光
院
母

子
の
供
養
塔
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

亡
夫
・
忠
義
に
対
す
る
東
丸
様
の
強

い
思
い
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
慶

け
い
ち
ょ
う

長
８
年
（
１
６
０
３
）
11
月
に
里

見
義よ

し
や
す康

が
31
歳
で
病
死
し
て
し
ま
い
、

わ
ず
か
10
歳
の
梅う

め
つ
る
ま
る

鶴
丸
が
家
督
を
相
続

し
ま
し
た
。
慶
長
11
年
（
１
６
０
６
）

に
は
将
軍
秀
忠
の
御
前
で
元
服
し
、
将

軍
か
ら
「
忠
」
の
一
字
が
与
え
ら
れ
、

忠
義
と
名
付
け
ら
れ
ま
す
。

　
忠
義
は
家
康
・
秀
忠
の
側
近
と
し
て

幕
府
内
で
権
力
を
も
っ
て
い
た
、
小
田

原
城
主
大お

お
く
ぼ
た
だ
ち
か

久
保
忠
隣
の
孫
娘
を
妻
に
迎

え
ま
し
た
。
父
は
忠
隣
の
長
男
忠た

だ
つ
ね常

、

母
は
家
康
の
長
女
亀か

め
ひ
め姫

の
子
で
於お

せ

ん仙
殿

と
呼
ば
れ
る
人
で
す
。
里
見
家
で
は
、

忠
義
の
父
義
康
の
妹
が
於
仙
殿
の
兄
に

嫁
い
で
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
里
見

家
の
人
物
は
徳
川
家
の
一
族
や
幕
府
の

重じ
ゅ
う
し
ん

臣
と
婚
姻
を
通
じ
て
つ
な
が
り
、
人

脈
を
広
げ
て
い
っ
た
の
で
す
。
し
か
し
、

権
力
者
と
の
関
係
は
危
険
を
と
も
な
う

も
の
で
も
あ
っ
た
の
で
す
。

　
慶
長
19
年
（
１
６
１
４
）
９
月
、
江

戸
城
へ
出
仕
し
て
い
た
忠
義
は
突
然

国
替
え
を
言
い
渡
さ
れ
ま
す
。
そ
の
理

由
は
、
幕
府
内
の
抗
争
に
敗
れ
失
脚
し

た
大
久
保
忠
隣
へ
の
連
座
と
い
う
こ
と

で
し
た
。
た
だ
、
真
相
は
里
見
家
を
安

房
か
ら
追
い
出
す
こ
と
に
あ
っ
た
よ
う

で
す
。
忠
義
は
家
康
の
命
に
よ
り
、
伯

耆
国
倉
吉
（
鳥
取
県
倉
吉
市
）
に
赴

き
、
の
ち
に
東
丸
様
と
呼
ば
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
忠
義
の
正
室
は
実
家
の
大
久

保
家
へ
戻
さ
れ
、
娘
２
人
も
養
女
に
出

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
２
人
が
会
う

こ
と
は
な
く
、
わ
ず
か
数
年
の
夫
婦
生

活
で
し
た
。
大
久
保
家
は
そ
の
後
赦
免

さ
れ
、
東
丸
様
の
弟
で
あ
る
大
久
保

忠た
だ
も
と職

は
美み

の
の
く
に
か
の
う

濃
国
加
納
藩
主
と
な
り
、
そ

の
後
は
播は

り
ま
の
く
に
あ
か
し

磨
国
明
石
藩
主
、
さ
ら
に
は

肥ひ
ぜ
ん
の
く
に
か
ら
つ

前
国
唐
津
藩
主
と
し
て
８
万
３
千
石

を
領
し
ま
し
た
。
東
丸
様
も
忠
職
と
と

も
に
唐
津
に
移
り
ま
す
。

　
忠
義
は
倉
吉
の
地
で
29
歳
の
若
さ
で

病
死
し
ま
し
た
が
、
東
丸
様
に
再
婚

し
た
形
跡
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
後
の

東
丸
様
は
、
里
見
氏
滅
亡
の
責
任
を
感

じ
た
の
か
、
忠
義
や
里
見
氏
に
対
す
る

思
い
を
支
え
に
後
半
生
を
過
ご
し
た
よ

う
で
す
。
唐
津
に
移
っ
た
後
の
慶
安
５

年
（
１
６
５
２
）
に
は
、
２
年
前
に
先

立
た
れ
た
娘
（
次
女
の
圓
光
院
）
の
供

シ
リ
ー
ズ

女
性
た
ち
の
さ
と
み
物
語
⑧

博物館の休館日

▼
本
館
・
館
山
城
（
11
月

５
日
、11
日
、18
日
、25
日
）

▼
渚
の
博
物
館
（
11
月
25

日
）

徳
川
家
康

亀
　
姫

於
　
仙

里
見
義
頼

里
見
義
康

里
見
忠
義

東
　
丸

大
久
保
忠
隣

大
久
保
忠
常

大
久
保
忠
職

里
見
家
・
徳
川
家
相
関
図

高野山奥の院の供養塔
（左から東丸様・娘・忠義）


